
令和 4年（2022年）度 地域連携活動報告書 
 

 
連携先名称：長野県伊那市 
協定締結日：平成 28 年 12 月 27 日 
活動状況：継続中 
連携先窓口：  
活動資金：研究室予算 
担当教員（所属）：醸造科学科 穂坂 賢 
活動体制（単位）：個人 
関連教員（所属）： 森林総合科学科 上原 巌 
活動目的：地域連携、活性化 
活動内容・成果：学生交流として、県内の酒造会社（2 社：春日酒造、カモシカ

シードル）に醸造科学科 3 年生 4 名（各社 2 名）のインター
ンシップの受け入れをしていただいた（令和 4 年 12 月 12 日
から 12 月 23 日まで）。 

課題・改善点： 醸造科学科としては、良い交流を図っている。大学全体とし 
ての連携が課題。 

         



令和 4年（2022年）度 地域連携活動報告書 
 

 
連携先名称：長野県伊那市 
協定締結日：平成 28 年 12 月 27 日 
活動状況：継続中 
連携先窓口：伊那市役所、JA 伊那、伊那森林組合 
活動資金：自治体予算 
担当教員（所属）：森林総合科学科 
活動体制（単位）：大学 
関連教員（所属）：上原巌（森林） 
活動目的：伊那市の農林業の振興 
活動内容・成果：現地における森林調査および製品開発の支援 
課題・改善点：調査には研究室の学生も引率して行っているが、学生によっても
現場における良い学習の機会になっている。また、確実に製品も実現化できてお
り、よい地域活動の連携事例になっていると思われる。課題、改善点は現在のと
ころ特にない。 
さらに、2022 年度は、地元の高校において出前講義もおこない、その様子など
は、専門雑誌の「現代林業」で紹介した。 



























北海道、長野県の中高生の森林体験と香り体験
東京農業大学教授

上原 巌

森林、樹木の大切さや魅力を知ってもらおうと全国各地で「木育」をはじめ、

様々な野外活動や体験がおこなわれています。けれども、遠足や林間学校等での活

動体験もあるものの、自分の暮らす身近な森林に入る体験は意外に少ないようで

す。また、現在は「香り」「アロマ」が１つのキーワードにもなっています。そこ

で、今回は、身近な森林の散策と樹木の香りをセットにした体験学習の事例を上原

巌･東京農業大学教授に紹介していただきます。

伐採されたアカエゾマツの香りをかぐ生徒さん（北海道弟子屈町立弟
子屈中学校）



■
北
海
道
弟
子
屈
町
立
弟
子
屈
中

学
で
の
出
前
講
義

今
回
、
筆
者
が
出
前
講
義
で
訊

ね
た
弟
子
屈
（
て
し
か
が
）
中
学

校
の
全
校
生
徒
数
は
１
３
０
余
名
。

北
海
道
の
典
型
的
な
中
学
校
の
一

つ
で
あ
る
。
こ
の
度
、
同
中
学
の

１
年
生
を
対
象
に
出
前
講
義
を
お

こ
な
う
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

同
中
学
を
訪
ね
る
と
、
校
舎
の

床
材
に
は
地
元
の
ハ
ン
ノ
キ
材
が

使
わ
れ
、
ベ
ン
チ
に
は
材
鑑
が
使

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
北
海
道

に
お
け
る
エ
コ
ス
ク
ー
ル
パ
イ

ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
事
業
の
一
環
と
の

こ
と
で
あ
る
。

講
義
で
は
ま
ず
、
弟
子
屈
中
学

周
辺
で
採
集
し
た
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、

エ
ゾ
ク
ロ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ナ

ナ
カ
マ
ド
、
そ
し
て
サ
ク
ラ
の
枝

葉
を
材
料
に
し
て
ア
ロ
マ
ウ
ォ
ー

タ
ー
も
即
席
で
製
作
し
た
。
生
徒

さ
ん
た
ち
は
大
い
に
興
味
を
示
し

て
く
れ
、
全
員
で
そ
の
香
り
を
楽

し
ん
だ
。
出
来
上
が
っ
た
ア
ロ
マ

ウ
ォ
ー
タ
ー
は
携
帯
ス
プ
レ
ー
容

器
に
分
注
し
、
お
土
産
に
し
て
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
た
。

翌
日
は
、
同
じ
生
徒
さ
ん
と
一

緒
に
町
内
に
あ
る
約
２
０
０
年
生

の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
森
を
散
策
。

生
徒
さ
ん
は
、
伐
採
さ
れ
た
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
の
丸
太
の
香
り
を
か
い

だ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
写
真
を
撮

影
し
た
り
し
な
が
ら
森
林
散
策
を

楽
し
ま
れ
て
い
た
。

３
２

出前講義のタイトル（北海道 弟子屈中学）

＜北海道弟子屈町立弟子屈中学校＞

様々な樹種の材鑑も兼ねた
ベンチ

弟子屈中学周辺で筆者が採集したアカエゾ
マツ、エゾザクラなどの枝葉

アカエゾマツ、カラマツ、エゾザクラなど
の葉のアロマウォーターの香りを順番でか
ぐ生徒さんたち。みんな興味津々の様子

床は、地元産のハンノキ材

写真左：作製したアロマウォーターは、携
帯用のスプレー容器に分注して、お土産に
しました



アカエゾマツの年輪の写真を撮影する生徒
さん

＜長野県立高遠高校＞

■
長
野
県
立
高
遠
高
校
で
の
出

前
講
義

高
遠
高
校
は
、
長
野
県
の
伊

那
谷
の
城
下
町
に
位
置
す
る
県

立
高
校
で
あ
る
。
旧
高
遠
藩
に

は
藩
校
も
あ
り
、
高
遠
城
址
の

桜
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
高
遠

高
校

2
年
生
の
文
理
進
学
コ
ー

ス
の
生
徒
さ
ん
を
対
象
に
出
前

講
義
を
お
こ
な
う
機
会
を
い
た

だ

い

た
。

科

目

は
、
「

地

域

の

科
学
・
環
境
」
で
あ
る
。

同
校
に
は
学
校
林
が
あ
り
、

校
舎
か
ら
小
道
を
歩
い
て
ア
ク

セ
ス
で
き
る
。
カ
ラ
マ
ツ
や
ヒ

ノ
キ
の
針
葉
樹
人
工
林
と
コ
ナ

ラ
を
主
と
し
た
広
葉
樹
二
次
林

で
学
校
林
は
成
立
し
て
い
る
。

こ
の
学
校
林
を
歩
き
な
が
ら
、

カ
ラ
マ

ツ
、
ヒ
ノ

キ
、
ウ

ワ
ミ

ズ
ザ
ク

ラ
、
ネ
ズ

ミ
サ

シ
、
そ

し
て
、
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
の
そ
れ
ぞ
れ
枝
葉
を
採
集

し
た
。

持
ち
帰
っ
た
枝
葉
か
ら
は
理

科
室
で

ア
ロ

マ
ウ

ォ
ー
タ
ー
を

製
作
。
弟
子

屈
中

学
同

様

に
、

生
徒
さ
ん
に
は
、
そ
の
樹
木
の

香
り
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
た
。

一
番
人
気
は
、
ダ
ン
ト
ツ
で
タ

カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
香

り
で
あ
っ
た
。

今は、タブレットがノートがわり。
写真を撮影しながら散策

林内にあるアカエゾマツの丸太。
木の重さを実感するために、何人かの生徒
さんに持ち上げてもらった。林内の様々な
ものがそのまま体験教材になる

生徒さんたちとの森林散策。
森に入るのはレアです、とのことであった

写真上：学校林を歩く。普段は、先生方もあま
り足を踏み入れていないとのこと

写真左：足元に無数にみられるコナラの実
生についても説明。
「となりのトトロに出てくるドングリの木
だよ」と説明すると、納得してもらえる

高遠高校の学校林の中のアカマツ・コナラ林



■
体
験
学
習
の
大
切
さ

い
ず
れ
の
学
校
で
も
、
森
林
散

策
と
香
り
づ
く
り
を
セ
ッ
ト
で
お

こ
な
っ
た
が
、
や
や
気
に
な
っ
た

の
は
、
各
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
の

森
林
体
験
の
乏
し
さ
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
地
域
に
も
素
晴
ら
し
い
森

林
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生

徒
さ
ん
た
ち
は
「
森
に
入
っ
た
こ

と
が
な
い
」
「
秘
密
基
地
づ
く

り
？
し
た
こ
と
が
な
い
な
あ
」
と

の
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
森
林
で
の

体
験
が
な
い
そ
う
で
あ
る
。

森
林
と
言
え
ば
ゲ
ー
ム
の
世
界

の
中
で
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。

い
か
に
こ
の
ゲ
ー
ム
世
代
の
子
ど

も
た
ち
に
森
林
に
目
覚
め
て
も
ら

う
か
？
そ
れ
に
は
、
今
回
の
よ
う

な
体
験
学
習
の
機
会
を
持
つ
こ
と

が
や
は
り
必
要
で
あ
る
よ
う
だ
。

写真右：学校林で採集してきたカラマツやタカトオコヒガンザクラなどの枝葉

写真左：校⾧先生はじめ、理科の先生も各樹木の香りを試された
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